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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】葬儀の際に遺体に着せられる装束において、死
後硬直した遺体に対して、着付けが容易に行え、また、
着付け後の着崩れが防止され見栄えが良い装束を提供す
る。
【解決手段】装束であって、第１のパーツ１１ａと、第
２のパーツ１１ｂとに分離して形成され、第１のパーツ
の端縁部の所定の位置に、第１の留め具１８ａが設けら
れ、第２のパーツの端縁部の第１の留め具に対応する位
置に、第２の留め具１８ｂが設けられ、第１の留め具と
第２の留め具とは、係脱自在に構成され、第１の留め具
と第２の留め具とを係着することにより、第１のパーツ
と第２のパーツとを結合可能に構成され、たことを特徴
とする。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　第１のパーツと、第２のパーツとに分離して形成され、
　前記第１のパーツの端縁部の所定の位置に、第１の留め具が設けられ、
　前記第２のパーツの端縁部の前記第１の留め具に対応する位置に、第２の留め具が設け
られ、
　前記第１の留め具と前記第２の留め具とは、係脱自在に構成され、
　前記第１の留め具と前記第２の留め具とを係着することにより、前記第１のパーツと前
記第２のパーツとを結合可能に構成され、
　たことを特徴とする装束。
【請求項２】
　前記第１のパーツと、前記第２のパーツとは、背中線方向に沿って前後に分離され、
　前記第１のパーツは、前身頃を備え、
　前記第２のパーツは、後身頃を備え、
　前記第１の留め具は、前記第１のパーツの内側に設けられ、
　前記第２の留め具は、前記第２のパーツの外側に設けられ、
　たことを特徴とする請求項１に記載の装束。
【請求項３】
　前記第１のパーツと、前記第２のパーツとは、背中線方向に沿って左右に分離され、
　前記第１のパーツは、右襟、右後身頃、右前身頃、右袖を備え、
　前記第２のパーツは、左襟、左後身頃、左前身頃、左袖を備え、
　たことを特徴とする請求項１に記載の装束。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この考案は、葬儀において遺体に着装させる装束に関し、特に、遺体への着付けを容易
にする装束に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、葬儀において、棺に収容される遺体には、一般的に、遺族あるいは葬祭業者によ
って、いわゆる死装束（「白装束」、「仏衣」とも称される。）が着装される。死装束と
しては、古来より、男女ともに白無垢の正装が一般的に用いられていたが、近年では、白
無垢に代わり、男性にはモーニング、女性にはドレス等の正装を着装させることも行われ
ている。これは、生前に着装する機会の少ないモーニングあるいはドレスを人生の最後に
着て、きれいに着飾って逝きたい、また、人生の最後にはより高位の正装で旅立ちたいと
いう生前の本人の希望、あるいは、故人をそのように着飾って見送りたいという遺族の希
望によるものである。 また、白無垢に代えて、故人が生前に愛用した衣服を着装させる
ことも行われている。
【０００３】
　しかしながら、従来の白無垢も含め、一般のモーニング、ドレスでは、遺体の硬直が障
害となり、遺体への着付けが非常に困難であった。故人が生前に愛用した衣服についても
、同様に遺体への着付けが非常に困難であった。このため、遺体への着付けが容易な白無
垢(特許文献１参照。)、モーニングコート（特許文献２参照。）、ドレス（特許文献３参
照。）が提案されている。
　以下、上記した死装束としての白無垢、ドレス、モーニングコート等を総称して、ある
いは、各個別の衣装を、単に装束ということがある。
【０００４】
　特許文献１には、遺体への着付けが容易な、白無垢が記載されている。この白無垢は右
パーツと左パーツとを備えてなり、この右パーツと左パーツを遺体の側面から装着し、正
面側を面ファスナーで接着し、各パーツの端縁部を背面側に回し込むようにして着付けす
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るものである。
　特許文献２には、遺体への着付けが容易なモーニングコートが記載されている。このモ
ーニングコートは、左右に分割した後身頃の縫い合わせ目となる後ろ中心縫い目を縫い合
わせることなく開放し、かつ、両袖部のそれぞれの内側縫い目を開放して着付けするよう
にしたものである。この際、シャツは、モーニングコートと同様に後身頃は左右に開放さ
れ、シャツ自体は、モーニングコートに縫い付けることが望ましいとされている。このシ
ャツが縫い付けられたモーニングコートを、遺体に被せる状態で着衣させることで、遺体
への着付けを容易にするという効果を達成している。
　特許文献３には、遺体への着付けが容易なドレスが記載されている。このドレスは、左
右に分離された後身頃を備え、遺体を覆うようにしてドレスを広げてのせ、左右の後身頃
の内側に設けられた面ファスナー対を接着するようにして着付けするものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平０７－１７８１３８号公報
【特許文献２】特開２００２－３４８７０５号公報
【特許文献３】特開２０１３－１５３７８７号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
  しかしながら、上記特許文献１～３に記載の従来の装束は、着付けしやすさ、着付けし
た後の見栄えといった観点から、以下の問題点を有していた。
　特許文献１に記載の白無垢においては、分割した右パーツと左パーツの正面側は面ファ
スナーで接着されるが、背面側は、接着手段が無く、着付けした後、着崩れをおこし見栄
えが悪くなる可能性が高い。
　上記特許文献２に記載のモーニングコートにおいては、左右に分割した後身頃の縫い合
わせ目となる後ろ中心縫い目を開放しているので、遺体に着付けした後、着崩れをおこし
見栄えが悪くなる可能性が高い。なお、特許文献２には、シャツをモーニングコートと分
離させて着衣させてもよいことが記載されているが、具体的なシャツの構成については記
載されていない。
　上記特許文献３に記載のドレスにおいては、遺体を数回に亘って動かさねばならず、着
付け作業に時間が掛かり、また、ドレスそのものを調整するため、例えば、ドレスに局部
的に皺、捩れ、膨らみ等が発生し、見栄えが悪くなる可能性が高い。
　したがって、本考案の目的は、着付けが容易に行え、見栄えの良い装束を提供すること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本考案の装束は、第１のパーツと、第２のパーツとに分
離して形成され、前記第１のパーツの端縁部の所定の位置に、第１の留め具が設けられ、
前記第２のパーツの端縁部の前記第１の留め具に対応する位置に、第２の留め具が設けら
れ、前記第１の留め具と前記第２の留め具とは、係脱自在に構成され、前記第１の留め具
と前記第２の留め具とを係着することにより、前記第１のパーツと前記第２のパーツとを
結合可能に構成され、たことを第１の特徴とする。
【０００８】
　また、本考案の装束は、前記第１の特徴において、前記第１のパーツと、前記第２のパ
ーツとは、背中線方向に沿って前後に分離され、前記第１のパーツは、前身頃を備え、前
記第２のパーツは、後身頃を備え、たことを第２の特徴とする。
【０００９】
　また、本考案の装束は、前記第１の特徴において、前記第１のパーツと、前記第２のパ
ーツとは、背中線方向に沿って左右に分離され、前記第１のパーツは、右襟、右後身頃、
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右前身頃、右袖を備え、前記第２のパーツは、左襟、左後身頃、左前身頃、左袖を備え、
たことを第３の特徴とする。
【考案の効果】
【００１０】
　本考案によれば、着衣者の生前に仕立てられ、着衣者の死後、葬儀の際に遺体に着付け
される装束において、死後硬直した遺体に対して、装束の着付けが容易に行え、かつ、着
付け後の着崩れを防止することで、遺体への装束の着付け時間が短縮され、着付けした装
束の見栄えが良いという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】着物の補正着の正面図である。
【図２】着物の補正着の背面図である。
【図３】補正着の補正の説明図である。
【図４】着物の上衣の正面図である。
【図５】着物の上衣の背面図である。
【図６】着物の下衣の展開図である。
【図７】着物の薄衣の正面図である。
【図８】着物の薄衣の背面図である。
【図９】着物を着付けした状態の正面図である。
【図１０】タキシードのシャツ本体の正面側展開図である。
【図１１】タキシードのシャツ本体の背面側展開図である。
【図１２】タキシードのシャツの袖部の正面図である。
【図１３】タキシードの上着の正面図である。
【図１４】タキシードの上着の背面図である。
【図１５】タキシードのスラックスの正面図である。
【図１６】タキシードのスラックスの背面図である。
【図１７】タキシードを着付けした状態の正面図である。
【図１８】ドレスの肌着の展開図である。
【図１９】ドレスの肌着の正面図である。
【図２０】ドレスの胴衣の前身頃の背面図である。
【図２１】ドレスの胴衣の後身頃の背面図である。
【図２２】ドレスの胴衣の結合を説明するための要部拡大図である。
【図２３】ドレスの胴衣の正面図である。
【図２４】ドレスの第1の上衣の正面図である。
【図２５】ドレスの第2の上衣の前身頃の正面図である。
【図２６】ドレスの第2の上衣の後身頃の正面図である。
【図２７】ドレスの第2の上衣の正面図である。
【図２８】ドレスを着付けした状態の正面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本考案の好ましい実施形態を図面を参照して説明する。
　なお、本考案の装束は、着衣者の希望で、生前の着衣者の体型に合わせて仕立てられて
いるが、病気による体重増減、手術による身体の一部切除等のため、葬儀の際、遺体への
着付けにおいては、補正用の部材を用いて、装束を見栄え良くするための補正が必要なこ
とも想定されている。
【００１３】
（実施の形態１）
　本考案の第１の実施の形態の装束は、和装の装束であり、以下、「着物」という。本考
案の着物は、補正着１、上衣１０、下衣２０、帯３０、薄衣４０を基本的な構成とする。
　まず、補正着１について説明する。
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　図１は補正着１の正面図、図２は補正着１の背面図、図３は補正の説明図である。補正
着１は、前身頃２と、右後身頃３ａと、左後身頃３ｂと、右襟４ａと、左襟４ｂとを備え
、前身頃２は、矩形状の生地を身体の首部に対応する部分が略Ｖ字状に裁断されて形成さ
れている。この略Ｖ字状のラインを被うようにして、右襟４ａと左襟４ｂが形成されてい
る。襟の合わせは、左前に形成されている。つまり、右襟４ａと左襟４ｂとの交差部は、
左襟４ｂが、右襟４ａの内側になるように形成されている。これは、葬儀の際は生前と逆
の合わせにする、つまり、男女に限らず、生前に着装する着物は、襟の合わせが右前であ
り、葬儀の際は、襟の合わせが左前であるという古来からの風習に沿ったものである。な
お、右、または、右側とは、右襟側を意味し、左、または、左側とは、左襟側を意味する
。他の実施の形態においても同様である。
【００１４】
　右襟４ａ、左襟４ｂのそれぞれの上端部には留め具５ａ、留め具５ｂが設けられている
。本実施の形態１では、留め具５ａ，５ｂとして、合成樹脂を素材とし、凹部材と凸部材
とで一組のボタンを構成し、凹部材と凸部材とは係脱自在であるスナップボタンを用いて
いる。例えば、留め具５ａを凹部材、留め具５ｂを凸部材にしてスナップボタンを構成す
る。このようなスナップボタンは、プラスチックスナップボタン、あるいは、プラスチッ
クスナップとも呼ばれており、当業者には周知である。
　前身頃２と、右後身頃３ａおよび左後身頃３ｂとの境界は、肩山（不図示）である。右
襟４ａ、左襟４ｂは、前身頃２には縫着されているが、右後身頃３ａおよび左後身頃３ｂ
には逢着されない。このため、右襟４ａ、左襟４ｂの肩山より上部は、身体の首に着装さ
れて、上端部は留め具５ａ，５ｂで係着され、また、右後身頃３ａは身体の右肩部に、左
後身頃３ｂは身体の左肩部に、それぞれ着装される。
【００１５】
　図３に示すように、補正着１と遺体との間に、補正用部材６を挿着する。補正用部材６
は、衣装を着装する際に補正用に一般的に用いられているものでよい。補正用部材６の大
きさは適宜選択して、見栄え良くなるよう遺体に挿着される。また、保冷用部材を補正用
部材６として用いてもよい。なお、図３では、遺体に補正着１を着装する前に、晒し７が
巻かれている。
【００１６】
　次に、着物の上衣１０、下衣２０について説明する。
　図４は、上衣１０の正面図、図５は、上衣１０の背面図、図６は、下衣２０の展開図で
ある。本考案の着物は、一般的な着物を身体の腰部近傍で上衣１０と下衣２０とに上下に
分離し、さらに、上衣１０を右パーツ１１ａと左パーツ１１ｂとに左右に分離した構成と
なっている。
　上衣１０の右パーツ１１ａは、一般的な着物と同様に、右前袖１２ａ、右前身頃１３ａ
、右衽１４ａ、右後身頃１５ａ、右前襟１６ａ、右後襟１７ａ等を備え、左パーツ１１ｂ
は、同様に、左前袖１２ｂ、左前身頃１３ｂ、左衽１４ｂ、左後身頃１５ｂ、左前襟１６
ｂ、左後襟１７ｂ等を備えており、左右対照の構成となっている。なお、右後襟１７ａ、
左後襟１７ｂは、いずれか一方の長さを他方よりも長く形成してもよい。
　ここで、上衣１０の着付けにおいて、前述した左前になるように、左前襟１６ｂが右前
襟１６ａの内側に合わされるように着付けされる。また、右パーツ１１ａと左パーツ１１
ｂとを結合する際に、右後身頃１５ａの背中線側の端縁部と左後身頃１５ｂの背中線側の
端縁部が重ね合わされて結合される。なお、背中線とは、身体の背部の中心を通る線のこ
とである。また、内側とは、身体に接する側、外側とは、その反対側を意味する。他の実
施の形態においても同様である。
【００１７】
　本実施の形態１では、右パーツ１１ａと左パーツ１１ｂとを結合する際の留め具１８ａ
，１８ｂとして、面ファスナーが用いられている。面ファスナーは、留め具として周知の
ものであり、鉤状とパイル状の表面を持つ２枚一組からなり、係脱自在である。留め具１
８ａ，１８ｂは、右後身頃１５ａの背中線側の端縁部、左後身頃１５ｂの背中線側端縁部
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に、それぞれ、背中線に沿って、お互いの対応する位置に、所定の間隔で複数個縫着され
、右後身頃１５ａの背中線側の端縁部と左後身頃１５ｂの背中線側の端縁部を重ね合わせ
た状態で、留め具１８ａの面ファスナーと留め具１８ｂの面ファスナーとが係着される構
成となっている。このとき、右後襟１７ｂ端縁部と左後襟１７ａ端縁部も重ね合わせられ
る構成となっている。また、図示していないが、右後襟１７ａの端縁部および左後襟１７
ｂの端縁部にも、それぞれ留め具を設けても良い。また、面ファスナーは生地に縫着され
ているが、接着剤で貼着されてもよい。
【００１８】
　遺体に、右パーツ１１ａ、左パーツ１１ｂを着付けするときは、それぞれに留め具１８
ａ，１８ｂとして設けられた面ファスナーを係着することで、右パーツ１１ａと左パーツ
１１ｂとがしっかりと遺体に着装され、着崩れが防止される。一組の面ファスナーの一方
を他方よりも大きなサイズ、例えば、幅が同じで、一方を他方より長い形状に形成して、
アジャスト機能を備えるようにしてもよい。
【００１９】
　このように、上衣１０を構成したことで、遺体に着付けする際に、右側面から右前袖１
２ａに腕を通して右パーツ１１ａを右上半身に着装し、左側面から左前袖１２ｂに腕を通
して左パーツ１１ｂを左上半身に着装し、その後、留め具１８ａ，１８ｂにより、右後身
頃１５ａと左後身頃１５ｂとを結合することで、遺体が硬直していても容易に着付けがで
き、着崩れすることなく見栄えの良い上衣１０を提供することができる。
【００２０】
　次に、着物の下衣２０について説明する。図６は、下衣２０の展開図であり、内側を示
している。
　下衣２０は、矩形の一枚の生地からなり、右側から、右衽２１ａ、右前身頃２２ａ、後
身頃２３、左前身頃２２ｂ、左衽２１ｂで構成されている。右衽２１ａは上衣１０の右衽
１４ａに対応し、右前身頃２２ａは上衣１０の右前身頃１３ａに対応し、後身頃２３は上
衣１０の右後身頃１５ａと左後身頃１５ｂに対応し、左前身頃２２ｂは上衣１０の左前身
頃１３ｂに対応し、左衽２１ｂは上衣１０の左衽１４ｂに対応している。右衽２１ａの右
端縁部に、留め具２４ａとして面ファスナーが所定間隔で複数個縫着されている。また、
左前身頃２２ｂの留め具２４ａに対応する位置に、留め具２４ｂとして面ファスナーが所
定間隔で複数個縫着されている。
【００２１】
　本考案の装束は、前述したように、着衣者本人の生前に仕立てるものであるから、生前
の着衣者の体型にできるだけ合わせながら、ある程度の調整（アジャスト）範囲を持たせ
て仕立てられる。そして、着衣者の死後、遺体への着付けの順序は、まず後身頃２３の上
に遺体を仰臥させ、次に、遺体に左前身頃２２ｂ、左衽２１ｂの順に着装し、次に、右前
身頃２２ａ、右衽２１ａの順に着装するものであるが、右衽２１ａの右端縁部が身体の左
腰部に着装されるように採寸されるため、留め具２４ａに対応する留め具２４ｂの取り付
け位置は、左前身頃２２ｂと後身頃２３との境界部近傍であって、留め具２４ａ対応する
位置に設定される。
　なお、上衣１０について説明したように、留め具２４ａ，２４ｂとしての面ファスナー
は、アジャスト機能を備えるように構成してもよい。
【００２２】
　下衣２０を遺体に着付けするときは、上述したように、まず、予め敷かれた下衣２０の
後身頃２３の略中央位置に遺体を仰臥させ、次に、下衣２０を遺体の下半身に着装し、留
め具２４ａと留め具２４ｂとを係着することで、下衣２０をしっかりと遺体に着付けする
ことができる。着物を上衣１０と下衣２０とに分離したことにより、まず上衣１０をしっ
かりと着付けした後、下衣２０を遺体にしっかりと着付けすることができるので、遺体が
硬直していても容易に着付けができ、着崩れすることなく見栄えの良い上衣１０と下衣２
０とを提供することができる。
　なお、着物の帯３０は、下衣２０と同様に、矩形の一枚の生地からなり、右側端縁部に
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留め具として面ファスナーが所定間隔で複数個縫着され、また、左側の前記留め具に対応
する位置に留め具として面ファスナーが所定間隔で複数個縫着される。留め具は、身体の
左脇部に位置するように、生前に採寸される。
【００２３】
　次に、着物の薄衣４０について説明する。
　図７は薄衣４０の正面図、図８は薄衣４０の背面図である。
　薄衣４０は、補正着１と上衣１０と下衣２０と帯３０が全て着付けされた後に、着装さ
れる。薄衣４０の着丈は、上衣１０と下衣２０を着付けした際の着丈と同等または長めに
仕立てられる。生地となるオーガンジーは、薄手の平織りであり、軽く透けており、上品
な透け感と適度の張り感を持ち、固い風合いと光沢を有する生地である。
　薄衣４０は、上衣１０と同様にように、右パーツ４１ａと左パーツ４１ｂとに左右に分
離された構成となっている。左右パーツ４１ａ，４１ｂは、それぞれ、左右前袖４２ａ，
４２ｂ、左右前身頃４３ａ，４３ｂ、左右後身頃４４ａ，４４ｂ、左右前襟４５ａ，４５
ｂ、左右後襟４６ａ，４６ｂを備えており、これらは左右対照の構成となっている。一般
的な羽織と同様に、衽は設けられていない。なお、「左右パーツ４１ａ，４１ｂ」という
表現は、「左パーツ４１ｂ，右パーツ４１ａ」を意味するものとする。他の構成について
も同様である。
　ここで、右パーツ４１ａと左パーツ４１ｂとを結合した際に左前になるように、左前襟
４５ｂが右前襟４５ａの内側に合わされるように着付けされる。そして、右後身頃４４ａ
の背中線側の端縁部が左後身頃４４ｂの背中線側の端縁部の内側に重ね合わせられ、右後
襟４６ａの背中線側の端縁部が左後襟４６ｂの背中線側の端縁部の内側に重ね合わせられ
て、結合される。
【００２４】
　薄衣４０では、留め具４７ａ，４７ｂ，４８ａ，４８ｂとして、前述したスナップボタ
ンが用いられている。留め具４７ａは、右後身頃４４ａの背中線側の端縁部に、留め具４
７ｂは、左後身頃４４ｂの背中線側の端縁部に、それぞれお互いの対応する位置に、所定
の間隔で複数個縫着され、右後身頃４４ａの前記端縁部が後身頃４４ｂの前記端縁部の内
側に重ね合わされた状態で、留め具４７ａ，４７ｂが係着される構成となっている。この
とき、留め具４８ａ，４８ｂが、右後襟４６ａの背中線側の端縁部、左後襟４６ｂの背中
線側の端縁部にも、それぞれお互いの対応する位置に縫着され、右後襟４６ａの前記端縁
部が、左後襟４６ｂの前記端縁部の内側に重ね合わされた状態で、留め具４８ａ，４８ｂ
が係着される構成となっている。
【００２５】
　遺体に、左右パーツ４１ａ，４１ｂを着付けするときは、留め具４７ａ，４７ｂ，４８
ａ，４８ｂとして設けられたスナップボタンを係着することで、左右パーツ４１ａ，４１
ｂがしっかりと遺体に着装され、着崩れが防止される。一組のスナップの一方側、例えば
、凸部材を１個設け、他方の凹部材を複数個設けることで、襟廻りのアジャスト機能を備
えるようにしてもよい。
【００２６】
　このように、薄衣４０を構成したことで、遺体の右側面から右前袖４２ａに腕を通して
右パーツ４１ａを右半身に着装し、左側面から左前袖４２ｂに腕を通して左パーツ４１ｂ
を左半身に着装し、その後、留め具４７ａ，４７ｂを係着し，留め具４８ａ，４８ｂを係
着するにより、右後身頃４４ａと左後身頃４４ｂとを結合し、右後襟４８ａと左後襟４８
ｂとを結合することで、遺体が硬直していても容易に着付けができ、着崩れすることなく
見栄えよい薄衣４０を提供することができる。
　留め具の生地への付け方は、留め具が生地から外れないように付けることができれば、
縫着、貼着、その他いずれの付け方でもよい。
【００２７】
　図９は、女性用の着物を着付けした状態の正面図である。図示するように、花飾り３５
や綿帽子３６などの小物を着装してもよい。両手は合掌されている。
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　本実施の形態１では、上衣１０の裾部よりも上方で帯３０を締めることで、上衣１０を
折り曲げずに、お端折り部３７が形成されるように仕立てられている。男性用の着物の場
合は、帯の位置を下げ、お端折り部３７が形成されないように仕立てられる。
　なお、実施の形態１では、履物３８ａ，３８ｂについては、特に説明していないが、足
袋、草履等、必要に応じ適宜用いれば良い。
【００２８】
（実施の形態２）
　本考案の第２の実施の形態の装束は、男性用の洋装の装束であり、以下、「タキシード
」という。本考案のタキシードは、シャツ５０、上着６０、スラックス７０を基本的な構
成とする。本考案のシャツ５０は、本体５０ａと袖部５０ｂとに分離されている。図１０
は、本体５０ａの正面側展開図であり、図１１は、本体５０ａの背面側展開図であり、図
１２は、袖部５０ｂの正面図である。
【００２９】
　まず、本体５０ａについて説明する。
　図示するように、本体５０ａは、ウィングカラーの襟５１、前立て５２、前身頃５３、
右後身頃５４ａ、左後身頃５４ｂ、ベスト５５を備えている。前身頃５３と左右後身頃５
４ａ，５４ｂとの境界にはそれぞれ肩線が設けられている。前身頃５３には、前立て５２
が縫着され、襟元のボタンおよびベストのボタンも本体５０ａに縫着されている。ベスト
５５は、略Ｖ字状の裾部を除いて、前身頃５３に縫着される。これは、スラックス７０と
シャツ５０を着付けした際に、ベスト５５の略Ｖ字状の裾部が、スラックス７０の上部を
被う構成にするためである。
【００３０】
　左右後身頃５４ａ，５４ｂは、肩部を残して、その余の部分（略中央部）は切除された
構成である。左右後身頃５４ａ，５４ｂの肩部、前身頃５３の両脇部の領域には、それぞ
れ芯地が装着されている。本体５０ａが左右後身頃５４ａ，５４ｂの略中央部を切除する
構成であるので、そのままでは着付けした際に着崩れをおこしやすい。芯地を装着するこ
とで、前身頃５３，左右後身頃５４ａ，５４ｂの張りを持たせ、かつその状態を固定する
ことで、着崩れを防止するという効果を奏している。なお、芯地は、一般的なシャツ、ス
ーツ、その他の衣装に広く用いられているものであり、本考案において、通常の技術で芯
地を設ける箇所については、説明を省略する。芯地の形成は、トップ芯、フラシ芯のいず
れでも良い。また、芯地の素材は必要に応じて適宜選択すればよい。
【００３１】
　本体５０ａの台襟は背中線側で左右に分離されて右台襟５６ａ、左台襟５６ｂを形成し
、右台襟５６ａの背中線側端部には、留め具５７ａとしてのスナップボタンが１個逢着さ
れ、左台襟５６ｂの背中線側端部には、留め具５７ｂとしてのスナップボタンが３個縫着
されている。これは、遺体の首廻りサイズに合わせて左右台襟５６ａ，５６ｂの結合位置
を調整し、襟廻りを見栄え良くするためである。留め具５７ａ，５７ｂを係着することで
、右台襟５６ａと左台襟５６ｂとが結合される。
【００３２】
　図示するように、本体５０ａの襟元では、左台襟５６ｂの端部が、右台襟５６ａの端部
の内側になるように構成されている。また、前立て５２は比翼仕立てとなっているが、比
翼あきは、前立ての左側に設けられた構成となっている。さらに、ベスト５５は、ベスト
５５の前身頃の左側が右側の内側になるように、本体５０ａに縫着された構成となってい
る。このような構成は、前述したように、葬儀の際は生前と逆の合わせにするという古来
からの風習に沿ったものである。洋装の場合、生前は、男性が右前、女性が左前なので、
葬儀のときは、男性が左前、女性が右前になる。
【００３３】
　次に、袖部５０ｂについて説明する。
　図１２に示すように、袖部５０ｂは、右袖５８ａと左袖５８ｂとを備えており、左右袖
５８ａ，５８ｂは対象に形成され、それぞれの袖口にはカフリンクスが設けられたカフス
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が形成されている。カフリンクスは、一般的にはカフスボタンとも称され、カフスの形式
（シングルカフス、ダブルカフス、コンパチブルカフス等々。）に合わせたものが選択さ
れる。カフリンクスは、予めカフスに縫着さられていてもよいし、カフスら着脱自在でも
よい。また、袖部５０ｂには、剣ボロ、袖ダーツが設けられている。
　タキシードを遺体に着付けした際には、シャツ５０の袖部５０ｂの肩側の端部は、タキ
シードの上着６０の袖部に被われており外部からは見えないので、袖部５０ｂの長さは遺
体の腕の手首から肘まで位の長さであればよく、また、袖部５０ｂの肩側の端部５９はゴ
ム紐を用いて伸縮自在に加工されており、遺体の腕に袖部５０ｂを着付けした際に、ズレ
ないように装着される構成となっている。
【００３４】
　次に、タキシードの上着６０について説明する。
　図１３は上着６０の正面図、図１４は、上着６０の背面図を示す。タキシードの上着６
０は、上記の着物と同様、右パーツ６１ａと左パーツ６１ｂとに分離されている。右パー
ツ６１ａは、右袖６２ａ、右前身頃６３ａ、右後身頃６４ａ、右襟６５ａを備えている。
右襟６５ａは、右台襟６６ａ、右上襟、ピークド・ラペルから構成されている。右前身頃
６３ａには、ダーツ、腰ポケット、ボタンホールが設けられている。左前身頃６３ｂには
、ダーツ、腰ポケット、胸ポケット、ポケットチーフ、フラワーホールが設けられ、前記
ボタンホールと対応する位置に拝み合わせボタンが設けられている。
【００３５】
　右台襟６６ａの背中線側の端部と、左台襟６６ｂの背中線側の端部とには、それぞれ、
留め具６７ａ，６７ｂとしての面ファスナーが設けられている。面ファスナーは、上着６
０を遺体に着付けした際に、首廻りサイズに合わせて襟廻りを見栄え良く調整できるよう
に設けられている。
　左右後身頃６４ａ，６４ｂの背中線側の端縁部には、背中線に沿って、留め具６８ｂ，
６８ａとしての面ファスナーが所定間隔でお互いの対応する位置に縫着されている。
【００３６】
　このように上着６０を構成したことで、まず、遺体の上半身に対して、右側面から右袖
６２ａに腕を通して右パーツ６１ａを着装し、左側面から左袖６２ｂに腕を通して左パー
ツ６１ｂを着装し、その後、留め具６７ａと６７ｂとを係着することで右台襟６６ａと左
台襟６６ｂとを結合し、また、留め具６８ａと６８ｂとを係着することで、右後身頃６４
ａと左後身頃６４ｂとを結合することにより、遺体が硬直していても容易に着付けができ
、着崩れすることなく見栄えの良い上着６０を提供することができる。
【００３７】
　次に、スラックス７０について説明する。
　図１５はスラックス７０の正面図、図１６はスラックス７０の背面図である。スラック
ス７０の正面部には、ウェストベルト、サイドポケット、フライ（比翼）部７１、プリー
ツ（タック）、クリースが設けられている。フライ部７１の留め具７２ａ，７２ｂは、一
般的なジッパー、ボタンでもよく、本実施の形態では、面ファスナーが用いられている。
なお、フライの比翼あきは、左側に設けられる。つまり、左前である。
　背面部には、ウェストベルト、ヒップポケットが設けられている。そして、本考案のス
ラックス７０では、ヒップ側の股上が左右に分離されて、この左右に分離された端縁部に
は、留め具７３ａ，７３ｂとしての面ファスナーがお互いの対応する位置に縫着されてい
る。
【００３８】
　このようにスラックス７０を構成したことで、スラックス７０の前部の留め具７２ａ，
７２ｂ、および、ヒップ部の留め具７３ａ，７４ｂを外した状態で、遺体の下半身部にス
ラックス７０を着装することができるので、遺体が硬直していても容易に着付けができ、
その後、留め具７２ａと７２ｂ、留め具７３ａと７３ｂとを、それぞれ係着することで、
着崩れすることなく見栄えの良いスラックスを提供することができる。
　なお、上着６０の腰ポケットやスラックス７０のサイドポケットの袋布等は、保冷用部
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材を収納するために用いても良いし、これらのポケットは、単に外観だけを形成するよう
にしても良い。
【００３９】
　図１７は、本発明のタキシード（シャツ５０、上着６０、スラックス７０）を着付けし
た状態の正面図である。襟元には蝶ネクタイが着装され、胸ポケットには、ブートニアが
挿着されている。胸ポケットに、ポケットチーフを着装して、フラワーホールにブートニ
アを挿着してもよい。両手は合掌されている。図示していないが、タキシードを着付けす
る際には、カマーバンド等も着装されてよい。蝶ネクタイ、カマーバンドは、予め、シャ
ツに縫着されていても良い。
【００４０】
（実施の形態３）
　本考案の第３の実施の形態の装束は、洋装の女性用のドレスである。本実施形態３のド
レスは、肌着８０、胴衣１１０、上衣１２０を基本的な構成とする。
　まず、肌着８０について説明する。
　図１８は、肌着８０の展開図であり、内側を示している。肌着８０は、右前身頃８１ａ
、左前身頃８１ｂ、後身頃８２、スカート８３を備えている。スカート８３のウェスト部
８３ａは、ゴム紐を用い、伸縮可能に形成されている。これは、着付けした際の補正が容
易に行えるためである。また、後身頃８２、右前身頃８１ａ、左前身頃８１ｂにそれぞれ
設けられた見返し１０１，１０２，１０３には、図示のように、補正用部材、保冷用部材
等を挿着しても良い。
　左右前身頃８１ａ，８１ｂ、後身頃８２、スカート８３のそれぞれには、着付けした後
の着崩れを防止するために留め具８４～１００としての面ファスナーが縫着されている。
ここで、図１８において、左右前身頃８１ａ，８１ｂ、後身頃８２、スカート８３の内側
に設けられている留め具を内留め具といい、外側に設けられている留め具を外留め具とい
う。また、内留め具と外留め具が設けられているものを両留め具という。
【００４１】
　図１８においては、右前身頃８１ａの四隅に両留め具８４～８７が縫着され、左前身頃
８１ｂの四隅に内留め具８８～９１が縫着され、スカート８３の左端上下部の２カ所に内
留め具９８，１００が縫着され、中央部の１カ所に両留め具９９が縫着されている。また
、後身頃８２の右端の上部から下部に亘って４カ所に外留め具９２～９５がが縫着され、
左端上中部の２カ所に外留め具９２～９７が縫着されている。
【００４２】
　以下、各留め具の対応関係を着付け順に従って説明する。
　スカート８３の内留め具９８，１００は、後身頃８２の外留め具９３，９５に係着され
、スカート８３の両留め具９９の内留め具は、後身頃８２の外留め具９４に係着される。
次に、右前身頃８１ａの両留め具８４，８６，８７の３つの内留め具は、後身頃８２の外
留め具９２，９７，９６に係着され、右前身頃８１ａの両留め具８５の内留め具は、スカ
ート８３の両留め具９９の外留め具に係着される。最後に左前身頃８１ｂの内留め具８８
～９１は、右前身頃８１ａの両留め具８４～８７の外留め具に係着される。
　図１９は、後身頃８２、スカート８３、右前身頃８１ａ、左前身頃８１ｂの順に全て結
合した状態の正面図である。留め具や結合部は見えず、見栄えの良い肌着８０を提供する
ことができる。なお、後身頃８２およびスカート８３の裾丈を短くして、男性用肌着とし
て用いることもできる。
【００４３】
　次に、ドレスの胴衣１１０について説明する。
　胴衣１１０は、身体の胸元から足元にかけて着装される。
　図２０は胴衣の前身頃１１１ａの背面図であり、前身頃１１１ａの内側、つまり、身体
に接する側を示す。図２１は、胴衣の後身頃１１１ｂの背面図であり、後身頃１１１ｂの
外側、つまり、背面側からみた様子を示している。
【００４４】
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　胴衣１１０は、前記着物や前記タキシードと異なり、左右に分離されるのではなく、背
中線方向に沿って、前身頃１１１ａと後身頃１１１ｂとに、前後に分離されて構成されて
いる。胸元には、ダーツが設けられている。前身頃１１１ａ内側の外周端縁部には、見返
し１１２が設けられ、裾の見返し１１２を除く全ての見返し１１２に留め具１１３ａとし
て、面ファスナーが所定の間隔で複数個逢着されている。後身頃１１１ｂ内側の外周端縁
部にも見返し（不図示。）が設けられている。後身頃１１１ｂ外側の外周端縁部の対応す
る位置にも、留め具１１３ｂとしての面ファスナーが所定の間隔で複数個縫着されており
、対応する位置の留め具１１３ａと１１３ｂとをそれぞれ係着することで、前身頃１１１
ａと後身頃１１１ｂとが着崩れをおこすことなく結合される。胴衣１１０の頂部２カ所に
は、留め具１１６ａとしてスナップボタンが貼着されている。また、胴衣１１０は、本体
１１４と、本体１１４の重ね布として形成された外衣１１５で構成されている。本体１１
４の生地は、例えばサテン（ｓａｔｉｎ）であり、外衣１１５の生地は、例えば、オーガ
ンジー（ｏｒｇａｎｄｙ）である。
　後身頃１１１ｂには、左右の肩ひも１１７が逢着され、肩ひも１１７の先端近傍にはそ
れぞれ留め具１１６ｂとしてスナップボタンが設けられ、この留め具１１６ｂは、前身頃
１１１ａに設けられた留め具１１６ａに係着される。これにより、後身頃１１１ｂの肩ひ
も１１７は、前身頃１１１ａに結合される。
【００４５】
　図２２は、前身頃１１１ａと後身頃１１１ｂとの結合を説明するための要部拡大図であ
る。後身頃１１１ａに逢着された左右の肩ひも１１７は、前身頃１１１ａの内側に留め具
１１６ａ，１１６ｂを用いて係着される。また、前身頃１１１ａ内側の外周端縁部の見返
し１１２に設けられた留め具１１３ａは、後身頃１１１ｂ外側の外周端縁部に設けられた
留め具１１３ｂに係着される。つまり、前身頃１１１ａの外周端縁部が後身頃１１１ｂの
外周端縁部を被装して結合される。
　このように胴衣１１０を構成することで、図２３に示すように、胴衣１１０を正面側か
らみた際に、結合部が全て隠れるため、見栄えの良いドレスを提供することができる。
【００４６】
　次に、ドレスの上衣１２０，１３０について説明する。
　ドレスの上衣１２０，１３０は、身体の上半身部に着装され、周知のオーバーブラウス
風の外観を呈するものである。図２４～図２７に２種類の上衣を示す。
　図２４は、第１の上衣１２０の正面図である。第１の上衣１２０は、背中線に沿って、
右パーツ１２１ａと左パーツ１２１ｂとに左右に分離されている。左右パーツ１２１ａ，
１２１ｂのそれぞれの背中線側の端縁部には、背中線に沿って、留め具１２３ａ，１２２
３ｂとしてのスナップボタンが所定の間隔で複数個縫着されている。右袖１２２ａと左袖
１２２ｂとは、それぞれ、筒袖に形成されている。
　このように第１の上衣１２０を構成したことで、容易に着付けすることができ、着崩れ
することなく見栄えの良い第１の上衣１２０を提供することができる。
【００４７】
　図２５～図２７に第２の上衣１３０を示す。第２の上衣１３０は、前パーツ１３１と後
パーツ１３２とに前後に分離され、前パーツ１３１は、さらに右１３３ａと左パーツ１３
３ｂとに左右に分離される。左右パーツ１３３ａ，１３３ｂは、左右前身頃、左右袖、左
右袖口、左右襟を備える。図２５は前パーツ１３１の正面図である。図２６は後パーツ１
３２の正面図であり、内側、つまり、身体に接する側を示す。図２５に示すように、左右
パーツ１３３ａ，１３３ｂ内側の外周端縁部には、見返し１３４が設けられ、この見返し
１３４には、留め具１３５としてスナップボタンが所定間隔で複数個縫着される。右パー
ツ１３３ａに縫着された留め具１３５の取り付け位置は、後パーツ１３２の右側に縫着さ
れた留め具１３５の取り付け位置と対応している。左パーツ１３３ｂも同様である。左右
パーツ１３３ａ，１３３ｂのそれぞれは、後パーツ１３２と着脱自在である。
【００４８】
　図２６に示すように、後パーツ１３２は、後身頃、左右袖、左右袖口、襟を備え、内側
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の外周端縁部には、見返し１３６が設けられ、見返し１３６の外側には、留め具１３７と
してスナップボタンが所定間隔で複数個縫着されている。
【００４９】
　図２７に第２の上衣１３０の正面図を示す。
　第２の上衣１３０を着付けする際は、前パーツ１３１の左右パーツ１３３ａ，１３３ｂ
の留め具１３５を、後パーツ１３２の留め具１３７に係着する、つまり、左右パーツ１３
３ａ，１３３ｂの外周端縁部で後パーツ１３２の外周端縁部を被装するように結合するの
で、前パーツ１３１と後パーツ１３２との結合部が見えにくくなる。
【００５０】
　このように、第２の上衣１３０を構成することで、容易に着付けができ、着崩れするこ
となく見栄えの良い第２の上衣１３０を提供することができる。
　なお、上衣として、ショールの外観を呈するものを用いてもよい。その際には、分離さ
れた袖部を用いるとよい。また、上衣は、生地がオーガンジーで、襟、胸元、裾、袖口に
は、フリルを設け、ヘムはメロウ加工するとよい。
【００５１】
　図２８は、本発明のドレスを着付けした状態の正面図である。肌着８０、胴衣１１００
、第１の上衣１２０の順に着付けされた例を示す。図では、頭部にティアラ、胸元、両手
には花飾りが着装されている。着付けが容易で、着崩れせず見栄えの良いドレスが提供さ
れる。
【００５２】
　以上、本考案の装束につて第１～第３の実施形態を示したが、本考案は、上述の実施の
形態に記載したものに限定されることはない。実用新案登録請求の範囲に記載した事項の
範囲内で、さまざまな設計変更が可能である。
　例えば、着物は、肌襦袢、長襦袢、羽織等に適用でき、タキシードは、燕尾服、モーニ
ング、スーツ等に適用でき、ドレスは、種々の形態のドレスに適用できる。また、留め具
は、スナップボタン、面ファスナーに限らず、必要に応じて、ボタン、ホック、線ファス
ナー等の係脱自在の留め具を用いることができる。留め具の個数、形状、大きさ、間隔は
、必要に応じて適宜設ければ良い。
　また、本考案の装束の生地の素材は、例えば、綿、ポリエステル、シルク等のように、
可燃性であるだけでなく、火葬設備・遺体への損傷がなく、不公害性のものを使用する。
　なお、本考案の肌着は、死装束としてだけではなく、病気、怪我等で身体の動作が不自
由で介護を必要とする患者用の肌着としても適用可能である。この際、死装束とならない
よう、右前、左前の構成は、適宜変更する必要がある。
【符号の説明】
【００５３】
　１　補正着、２　前身頃、３ａ　右後身頃、３ｂ　左後身頃、４ａ　右襟、４ｂ　左襟
、５ａ，５ｂ　留め具、１０　上衣、１１ａ　右パーツ、１１ｂ　左パーツ、１２ａ　右
前袖、１２ｂ　左前袖、１３ａ　右前身頃、１３ｂ　左前身頃　１４ａ　右衽、１４ｂ　
左衽、１５ａ　右後身頃、１５ｂ　左後身頃、１６ａ　右前襟、１６ｂ　左前襟、１７ａ
　右後襟、１７ｂ　左後襟、１８ａ，１８ｂ　留め具、２０　下衣、２１ａ　右衽、２１
ｂ　左衽、２２ａ　右前身頃、２２ｂ　左前身頃、２３　後身頃、２４ａ，２４ｂ　留め
具、３０　帯、３５　花飾り、３６　綿帽子、３７　お端折り部、３８ａ，３８ｂ　履物
、４０　薄衣、４１ａ　右パーツ、４１ｂ　左パーツ、４２ａ　右前袖、４２ｂ　左前袖
、４３ａ　右前身頃、４３ｂ　左前身頃、４４ａ　右後身頃、４４ｂ　左後身頃、４５ａ
　右前襟、４５ｂ　左前襟、４６ａ　右後襟、４６ｂ　左後襟、４７ａ，４７ｂ，４８ａ
，４８ｂ　留め具、５０　シャツ、５０ａ　本体、５０ｂ　袖部、５１　ウィングカラー
の襟、５２　前立て、５３　前身頃、５４ａ　右後身頃、５４ｂ　左後身頃、５５　ベス
ト、５６ａ　右台襟、５６ｂ　左台襟、５７ａ，５７ｂ　留め具、５８ａ　右袖、５８ｂ
　左袖、５９　端部、６０　上着、６１ａ　右パーツ、６１ｂ　左パーツ、６２ａ　右袖
、６２ｂ　左袖、６３ａ　右前身頃、６３ｂ　左前身頃、６４ａ　右後身頃、６４ｂ　左



(13) JP 3194134 U 2014.11.6

10

後身頃、６５ａ　右襟、６５ｂ　左襟、６６ａ　右台襟、６６ｂ　左台襟、６７ａ，６７
ｂ，６８ａ，６８ｂ　留め具、７０　スラックス、７１　フライ部、７２ａ，７２ｂ　留
め具、７３ａ，７３ｂ　留め具、８０　肌着、８１ａ　右前身頃、８１ｂ　左前身頃、８
２　後身頃、８３　スカート、８４～８７，９９　両留め具、８８～９１，９８，１００
　内留め具、９２～９７　外留め具、１１０　胴衣、１１１ａ　前身頃、１１１ｂ　後身
頃、１０１，１０２，１０３，１１２　見返し、１１３ａ，１１３ｂ　留め具、１１４　
本体、１１５　外衣、１１６ａ，１１６ｂ　留め具、１１７　肩ひも、１２０　第１の上
衣、１２１ａ　右パーツ、１２１ｂ　左パーツ、１２２ａ　右袖、１２２ｂ　左袖、１２
３ａ，１２３ｂ　留め具、１３０　第２の上衣、１３１　前パーツ、１３２　後パーツ、
１３４、１３６　見返し、１３５，１３７　留め具

【図１】 【図２】
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